
たんぽぽ列車 ２００４年度 ７号 

 

☆連絡帳より 

おいも堀りの後 

 H子：「おいも、モグラさんと、わけっこねん！」 

    ちょっとかじられた、大きなおいもを 

持って帰ったそうです！ 

（５歳） 

 

 

☆♪いちねんせいになったら♪を歌っていて 

保育者：「友達１００人作るには、どうすれば 

いいかねぇ。」 

 S子：「優しくしてあげる。」 

 S 男：「仲良くしとったら、たくさんできるよ。」 

 Y子：「心をつなげるげん！」 

（５歳） 

 

 

☆おやつにぜんざいが出て 

 H男：「おもちってトランポリンみたい」 

保育者：「え？？」 

 H男：「おもちポヨ～ンポヨ～ンって 

くちのなかでなっとる」 

（４歳） 

 

 

☆雪を触っていて 

 R男：「なんでゆきってフワフワしとるん 

やろ？？なんでつめたいんやろ～？？」 

保育者：「なんでだろ～ね…」 

 R男：「（空を見上げて）そらってふしぎや～」 

（４歳） 

 

 

☆クレヨンの周りの紙がとれていて 

 K子：「クレヨン、さむいっていっとるね。」 

（３歳） 

 

 

 

 

 

 

☆雨が降って、雷がゴロゴロ、ピカピカ。車を運転

している私に… 

 K男：「いまおそらエンジンかかっとるげんよ。 

そして、ゆきふるんや、きっと。」 

そして、本当に雪が降ってきました。 

（３歳） 

 

 

☆連絡帳より 

外に出て 

  母：「ほら、お月様（三日月）だ！」 

 M男：「あ！バナナ」 

（２歳） 

 

 

☆かぶとむしの幼虫を見ながら 

 T男：「わあ～動いとるよ～」 

 N子：「おしゃべりしとる～」 

 K男：「おにごっこしとる～」 

（２歳） 

 

 

☆ジャングルジムで 

 T男：「へい らっしゃい！おすしだよ！！」 

なんとジャングルジムがお寿司屋のカウンターに

大変身！！！ 

（１歳） 

 

 

☆T子のミルクを作っていると 

 T子：「あ～ん（泣く）」 

保育者：「ちょっと待っててね～」 

U 子が T 子の所へ行ってトントンとやさしくした

り、おきあがりこぶしを持ってきて 

 U子：「あ～あ」 

となぐさめてあげていました。 

（０歳） 


